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燐酸の検定結果と苗の成長との関係

土壌養分の迅速簡易定長法の育苗への応用

男(1)1I盆塘

洗(2)田原

きiJ> えま

土肢の可i1(çt!，虫設';}の含量を 4~5 階級に分けて frl'i)J}に早く検定しようとする試みが，アメリカではすで

に「数年前力、ら斤われ，その 1 例として筆者の一人柄は，さきに MORGAN 氏の士成の化学診断 Chemical

soil diagnosis について紹介をかねて考察した"。その後わがI~でも技術普及員や一般段林業家を対象と

筆者ら矢木式険定日正など 2 ， 3 の r::ì易士燦検定加が考案市販されるようになったっして柳田式険定出，

これらはし、ずれも段作物をは，これらの|食定日誌の使IJJJ'.の注意や改良点などについて検討しているが2) ，

対象として作られているゥたとえば，初IIW式検定総における燐酸の倹定についてみると，燐田空の含量は下

|者|のように 11 階紋に分けてあり，それぞれ伎作物に対する判定沼が示されているつ
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ここで，育 l立を目的として，士~rllの燐西空を検定した場合に，ある険定偵を得たとしても，その10白ーが前

木に刈して不足なのかちょうど良いのかは判l らない。そこで，上凶のtE作物をあJ~" として作られた判定m

認を，苗木を対象としたものに修Eする必要がある 3 筆者らは以 kの観点からまず燐酸の検定i時における

判定用認を検討するため，下Ifl己のようなJ快晴試験をf子ったので，その概要を報 iTする

栽培試験の方法

内{王 30cm の素焼製他木白~ 1 表に示されるような燐般に欠乏している岡山営休宮小本宮白土!日土擦を，

鉢に 7.5 kg あてつめ，硫安 5g， 硫酸加ー旦 3g ， 消石氏 15 g を梅沼した二消石!反を施F目したのちの各鉢

の土壌の pH (H，O) は 6.0~6.4 で、あったっ 柳田式険定$における燐酸指数が 2 ， 4 , 6 , そして，
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第 1 表

(%) (%) 

4.16 0.67 1100 0.08 0.0028 2 5.6 

(2) 土壌調査部土壌肥料科土壌肥料研究室員(1) 土壌調査部土壌肥料科土壌犯料研究室長
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第 2 表試験設計
Tab!e 2. Design of cu!ture test 
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P!ot I 燐酸指数 phosphate ,"" "'~ I 

lph1:217U41aJ lurj刊誌tg 州官atJ!?4ihZ
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8 , 10 , 18 になるように，過燐酸石灰を第 2 表ーに示すように 6 段階にわけで施用し，土展中の燐酸含量が
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具なる A， B, C, D , E , F の 6 区を設けた。各区とも 2 問くりかえしとした。なお， t存 2 表右側には参

考のため矢木式検定総における燐酸含量の判定語を比i!f究対照したのこの試験は，昭和 31 年度に林業試験

場目黒首畑の屋外で、行ったものであり，鉢はそれぞれ所定の処潟をしたのち，土中に埋め， 4 月 5 日にま

きつけおよび:#ú付けを行った J 使用した樹種は，スギおよびカラマヅである。まき付は 1 鉢当り，スギ種

子は 2g， カラマツ種子は Ig あてとし，値付けはいずれも 1 鉢当り 3 本あてとした。

試験の成績ならびに考察
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第 3 表栽栴試験の生育訓13 1t 

まき付苗 1 床替苗

スギ カラマヅ スギ、 カラマヅ

幹長生重量指数幹長生重量指数 i 幹長生重量1 指数:幹長!生重量l 指数
g 1 '"'''''- I c例 g

7 1.5 (100) 9 1.1 (1∞)却 34 (100) 24 ! 18 (100) 
8 2.0 (133) 11 1.3 (118 ), 20 , 34 (100) 23 ~ 27 ,(147) 
8 2.2 (147) 13 1.6 I (115)1 23 39 , (114)1 28 1 30 1(165) 
9 2.2 ﾇ117}1 1? I 1.9 I ﾇ173?1 25 ~6 I ﾇ143}i ?~ωIÇ 165} 

! 2.4 ( 160) 13 1. 7 ( 1 55)i 24 I 34 : (100) I 33 41' ( 
8 2.3 (153) 13 2. 1 ( 1 91 ) 24 , 46 I(133)1 37 I 47 :(253) 
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第 2 図 (Fig.2)
柳田式土壌検定器における燐酸指数とスギ，
カラマヅ床替苗の成長指数の増加との関係
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第 1 図 (Fig. 1) 
柳田式土壌検定器における燐酸指数とスギ，カ
ラマ V ，まき付苗の成長指数の増加との関係
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土Jj~養分の迅速rm必定量法の育市への応Jll (1) (研究資料) (明・!日(問)

11 月 9 日に各鉢のï~木を品11 り Jlï り. -m高および~重量を iWJ定した結来は第 3 災のとおりである υ また，

A区すなわち燐酸指数 2 の区の生重量を 100 とした指数を求め， 図示すると第 1 凶および第 2 f司|が得ら

れる u f:r~ 1 I文|および第 21可lをみると，まき付古iの場合，スギは燐酸指数 6 までは成長増加が著しく，指数

6 から 18 まではわずかながら成長増加が認められるにすぎない。これに刈してカラマツは燐l喰指数 8 ま

では成長増加割合が著しく，指数 18 において最高の生育を示している。

また床替苗のJJ，j介は，スギは燐険指数 10 のl乏が生育がわるく ()l;(悶不明) I円 II~tな傾向が認められなか

った。しかし全般的にいって，土JjJ~rl~ の燐険合長が増しても成長増加の割合は 1. 2~1.4 {1ft'，\)立=で，カラ

マヅ床替苗の場合に比べて燐酸の肥~jJが低かった。これに対してカラマヅ首の生育は燐酸指数 18 の区が

最高で，土民rflの燐f終合長が増すにしたがい，成長増加の傾向がl則的乙認められた j

以上今回の試験は布ú木鉢試験で{子われたものであり，この結果を一般的なものとして，ただちに市畑の

実際に適用するには，まだ多くのiG試験を必~とするが，だいたし、次の傾向が察知1できるものとして大過

ないであろう υ

( 1 ) カラマヅはまき付苗.nミ替苗ともにスギよりも士娘rþの燐酸合量の影~~ltを受けることが著しい〕

すなわち燐酸肥料の肥効が大きい。

(2) スギの育)YJを Ff 的として， 土民rl [の燐自宅合長を *jl川式土~検t止す誌で検定した場介，燐限指数は少

なくとも 6 以上であることが望ましい。すなわち指数 6 以ドの場介には施胞による改良第一円擦を指数 6

におき，少なくとも 6 まで引き上げる必裂があると思われるし

( 3 ) これにあl してカラマツを育前する均介は， 燐般的数が少なくとも 10 J')， J:て、あることが主主し

く，指数 10 以下の;場合には施肥による第一改μ日擦を少なくとも指数 10 におく必~tがあると忠われる v

一一付記←ー

欠本式土1]主検定加を)fJ l 、て燐般を検定したj場介は，第 2 炎からわかるように，施IIr~による川 l 己主i14 円擦

をスギの場合は，含む (50ρ.ρ . m) に，カラマツの場合は，含む (50ρ . p. m) と.苛む (100 p. p. m) 

の中l!iJにおけばよいものと思われる。

またヒノキとアカマツについては，従;jぐの肥料試験結果や育的経験より，ヒノキはスギと[iû t;(;1らアカ

マ川土カラマツと同様に考えて取り扱って近し交えないと思われる。

終りにこの限 iifをJ~tするにあたり，終貴好始f合?御J桁行J導淳を賜わつた士抜司訓J品U，仁什、

長橋+本;う i良迫μL氏tにj厚手くお札の言奨を申しのベる。
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(Research materiaIs) 

AppIication of Rapid SoiI Test to Forest Nursery Practice (1) Phosphorus 

Takao TSUTSUMI and Hiroshi HARADA 

CR駸um�) 

Soil was prepared by poor phosphate soil mixed with di妊erent content of super 

phosphate. The pot culture test on Sugi (Crypto例6γia jaρonica D. DON) and Karamatll 

(Laγix ka仰ψferi SARG.) was condllcted by use of 6 types of soi1 containing diぽerent

volume of phosphate. Th巴 result of the measurement of the content of phosphate in 

these 6 types of soil by Y ANAGIDA'S rapid soil test system is shown Table 1 which 

corresponds to 2, 4, 6, 8, 10 and 18 of phosphat巴 index of the system. 

The results of the culture test are indicated in Figs. 1 and 2 and it was found that 

at least more than 6 (>40 p. p. m) of phosph乱te index Y ANAGIDA'S test syst巴m was 

reqllired for cultivation of S刊 i seedlings and at least more than 10 (>67 p. p. m) for 

Karamatsu. 


